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※この公表の数値については、百万円単位で整理してあります。
　表示単位未満を四捨五入してあるので割合・一人当たりの金額・合計等
　が一致しない場合があります。
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「千葉市財政状況の公表に関する条例」に基づき、市の財政状況について公表します。

一般会計

出総額で1,209億43百万円、累計額で2,521億58百万円となっています。

特別会計

億69百万円を増額しましたので、総予算現額は、3,185億78百万円となっています。

総額で1,369億49百万円、累計で2,838億34百万円となっています。

　一般会計と特別会計の平成20年３月31日現在の予算執行状況は、次のとおりです。

3,113億9百万円でありましたが、その後12月、２月に国民健康保険事業特別会計他で補正を行い、総額72

今期中における執行状況は、収入総額で1,094億32百万円、累計で2,223億73百万円となり、一方、支出

平成19年度の歳入歳出予算は、当初3,573億円で、前回（12月）公表時点では、3,728億83百万円であり

ましたが、その後12月、２月に補正を行い、75億66百万円を増額しましたので、最終予算現額は、3,804

億49百万円となっています。

公営企業会計を除く14の特別会計の総予算は、当初3,100億92百万円で、前回（12月）公表時点では、

今期中における執行状況は、収入総額で1,903億11百万円、累計額で3,185億4百万円となり、一方、支

Ⅰ 平成19年度下半期における予算の執行状況
平成20年３月31日現在

（単位：百万円）

区分

会計名 当初予算額 補正予算額
（ 上 期 ）

補正予算額
（ 下 期 ）

繰 越 事 業
繰 越 額 計 収 入 済 額

（ 累 計 ）
支 出 済 額
（ 累 計 ）

357,300 1,468 7,566 14,115 380,449 318,504 83.7 % 252,158 66.3 %

国民健康保険
事 業 80,082         － 2,076 270 82,428 68,097 82.6 % 74,985 91.0

老人保健医療
事 業 45,763         － 95         － 45,858 39,201 85.5 % 41,401 90.3

介護保険事業 35,679 497         － 43 36,219 29,163 80.5 % 32,101 88.6

母子寡婦福祉
資金貸付事業 381         －        －        － 381 390 102.2 % 282 73.9

霊 園 事 業 679         －        －        － 679 555 81.7 % 621 91.4

農業集落排水
事 業 752         －        － 98 850 218 25.7 % 259 30.5

競 輪 事 業 16,624         － 152         － 16,775 15,235 90.8 % 15,051 89.7

中央卸売市場
事 業 1,203         －        －        － 1,203 700 58.2 % 752 62.5

都市計画土地
区画整理事業 1,124         －        － 191 1,315 619 47.1 % 803 61.1

市街地再開発
事 業 3,258         － △ 396 117 2,979 67 2.3 % 1,877 63.0

動物公園事業 1,503         －        －        － 1,503 454 30.2 % 1,058 70.4

公 共 用 地
取 得 事 業 2,719         －        －        － 2,719 1 0.0 % 0 0.0

学 校 給 食
センター事業 2,189         －        －        － 2,189 1,129 51.6 % 1,788 81.7

公 債 管 理 118,135         － 5,343         － 123,479 66,545 53.9 % 112,857 91.4

小 計 310,092 497 7,269 720 318,578 222,373 69.8 % 283,834 89.1

667,392 1,965 14,835 14,835 699,027 540,878 77.4 % 535,992 76.7

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

歳 出

支 出 割 合
（ 累 計 ）

合 計

一 般 会 計

歳 入

収 入 割 合
（ 累 計 ）

予 算 現 額
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今期中の補正予算の主な内容は次のとおりです。

一般会計

　預託貸付金、利子補給金

　生活扶助費、医療扶助費他

特別会計

　医療制度改革に伴うシステム改修他

　償還金

一般会計

　小中学校大規模改造、美浜打瀬小学校校舎等取得

　国直轄事業負担金、幕張メッセ建設事業負担金他

　財政調整基金、社会福祉基金他

　民間保育園施設整備費助成

　住宅供給公社貸付金元金収入

特別会計

　公的資金補償金免除による繰上償還

　退職被保険者等療養給付費の増他

　競輪事業基金への積立

△3億96百万円市 街 地 再 開 発 事 業

基 金 積 立 金 2億36百万円

△20億30百万円

児 童 福 祉 施 設 整 備 1億14百万円

歳 入 補 正

50億22百万円

1億9百万円国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健 医 療 事 業 94百万円

中小企業資金融資預託貸付金

生 活 保 護

24億98百万円

16億39百万円

1億52百万円競 輪 事 業

国 民 健 康 保 険 事 業

8億59百万円

教 育 施 設 整 備 43億61百万円

国 ・ 県 事 業 負 担 金 11億22百万円

2億3百万円

70億66百万円

公 債 管 理 55億73百万円

19億67百万円

12 月 補正 予 算

２ 月 補正 予 算

　一般会計 　地方公共団体の行政運営の基本的な経費、重要な経費を計上している会計をいいます。

　特別会計 　特定の目的のために設けられた会計をいいます。千葉市で国民健康保険事業ほか13の

会計が条例で設置されています。

　また、病院事業、下水道事業、水道事業は公営企業会計と呼ばれ、地方公営企業法に基

づき独立採算を原則として設置された特別会計で、その他の特別会計とは区別されていま

す。

　補正予算 　予算の編成後に生じた理由によって、既定予算に追加・変更をする必要がある場合、議

会の議決を経て成立した予算をいいます。

※　この他、旧新港清掃工場解体整備事業におきまして、継続費の総額及び年割額の変更を、専決処分

　により補正いたしました。　　　平成19年11月9日　　　平成19年度　46百万円
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　市税は、市政運営のために欠くことのできない財源であり、歳入予算総額の約5割を占めています。

います。

の負担割合は48.9％となっています。

・・・・・ 195,067 円　　うち市民税 100,646 円

　　　うち固定資産税 68,910 円

　　　その他 25,511 円

・・・・・ 456,498 円　　うち市民税 235,533 円

　　　うち固定資産税 161,264 円

　　　その他 59,701 円

・・・・・ 399,121 円

・・・・・ 934,024 円１ 世 帯 当 た り の 行 政 経 費

また、市民のために使われる経費（これを行政経費といいます。ただし、歳出予算現額から繰越額を

除く。）は、市民１人当たり399,121円、１世帯当たり934,024円となっていますので、市民の行政経費

市町村交付金及び納付金を除く。）となっていますので、これを平成20年3月末の人口（917,854人）及び

世帯数（392,211世帯）で割りますと、市民１人当たり195,067円、１世帯当たり456,498円の負担となって

市民１人当たりの市税負担額

平成20年3月末の予算額でみますと、市税の予算額は、1,790億43百万円（滞納繰越分と国有資産等所在

１ 世 帯 当 た り の 市 税 負 担 額

市 民 １ 人 当 た り の 行 政 経 費

民生費 25.5％
101,688円/人

237,971円/世帯

土木費 19.4％
77,678円/人

181,783円/世帯

教育費 13.2％
52,811円/人

123,588円/世帯

公債費 13.2％
52,610円/人

123,118円/世帯

衛生費  10.0％
39,973円/人
93,544円/世帯

総務費 9.0％
35,781円/人
83,735円/世帯

消防費 3.3％
13,238円/人
30,979円/世帯

商工費 5.0％
19,808円/人
46,356円/世帯

総　　額
3,663億34百万円
399,121円/人
934,024円/世帯

その他 1.4％
5,533円/人

12,948円/世帯

行政経費の目的別内訳

（注）人口、世帯数は住民基本台帳登録による。

Ⅱ 市 民 負 担 の 状 況
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公有財産

す。

　公営企業会計を除く公有財産の現在高は次のとおりです。

基　　金

ので、条例により目的、処分等が定められています。

基金とは、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金を運用するためのも

公有財産とは、市が所有している土地、建物、有価証券、出資による権利などの財産をいいますが、

使用目的によって、行政財産（庁舎、消防施設などのような公用または学校、公営住宅、公園などの公共

用に利用される財産をいいます。）と普通財産（行政財産以外の市の財産をいいます。）とに区分されま

Ⅲ 財 産 、 市 債 及 び 一 時 借 入 金 の 現 在 高
平成20年３月31日現在

財 産 の 現 在 高

㎡ ㎡ 隻 個 機 百万円 百万円

905,296.41 229,233.10 1 1 2 － －

公 共 用 13,567,546.11 2,297,556.36 － － － － －

計 14,472,842.52 2,526,789.46 1 1 2         －         － 

641,644.28 61,218.80 － － － 1,184 2,715

15,114,486.80 2,588,008.26 1 1 2 1,184 2,715合　　　　計

出 資 に
よ る 権 利

有 価
証 券浮 桟 橋 航 空 機区 分 土 地 建 物 船 舶

公
有
財
産

行
政
財
産

公 用

普 通 財 産

（単位：百万円）

区 分 現 在 高 設 置 目 的

文 化 基 金 362 市民文化の振興を図るため

市 庁 舎 整 備 基 金 3,554 市庁舎整備事業に必要な経費に充てるため

財 政 調 整 基 金 1,770 財政の健全な運営に資するため

市 債 管 理 基 金 17,482 市債の償還財源の確保及び市債の適正な管理のため

社 会 福 祉 基 金 406 社会福祉の増進を図るため

地 域 環 境 保 全 基 金 353 地域の環境の保全及び創造に資するため

地 下 水 浄 化 事 業 推 進 基 金 54 地下水の水質浄化事業を推進するため

リ サ イ ク ル 推 進 基 金 190 廃棄物の減量及び再利用を推進するため

緑 と 水 辺 の 基 金 3,426 緑と水辺を生かした快適な都市環境を創造するため

都 市 モ ノ レ ー ル 基 金 238 都市モノレール施設の更新等に必要な経費に充てるため

美 術 品 等 取 得 基 金 1,002 美術館に収蔵する美術品等を円滑に取得するため

介 護 給 付 準 備 基 金 1,530 介護保険事業に係る財政の中期的な調整を図るため

競 輪 事 業 基 金 152 競輪場の施設の整備及び競輪事業の健全な運営のため

合 計 30,520

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので、計が一致しない場合があります。
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ができません。

　そこで市は、財務省・公営企業金融公庫・銀行などから資金の長期借入をします。これを市債といいま

き、また、市債を活用することによって、生活環境施設の早急な整備も可能となります。

(注)現在高には、千葉市債管理基金積立額は含まない。

会計にあっては銀行等から、予算で定めた限度額の範囲内で一時的に借り入れるお金を一時借入金といい、

その状況は次のとおりです。

学校、公園、清掃施設など大規模な建設事業は、その年度の財源のみでは計画的な整備を推進すること

年度途中において支出が収入を上回り、歳計現金に不足を生じた場合に、その不足を補うために、一般

すが、これらの施設は、将来の市民も利用することになりますので、世代間の負担の公平を図ることがで

市 債 の 現 在 高

（単位：百万円）

政 府 資 金 民 間 等 資 金

702,590 168,247 534,343

34,645 12,219 22,426

公 共 用 地 取 得 事 業 8,651 0 8,651

市 街 地 再 開 発 事 業 12,862 681 12,181

そ の 他 13,132 11,538 1,594

737,235 180,466 556,769

区 分 現 在 高
借 入 先

合 計

一 般 会 計

特 別 会 計

一時借入金の現在高

（単位：百万円）

33,400

予算で定めら
れ た 限 度 額 前 期 末 残 高

今 期 中
借 入 高 累 計

107,850 120,550一 般 会 計 50,000 12,700 0

今 期 中
最 高 借 入 額今 期 末 残 高

今 期 中
償 還 高 累 計区 分
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病院事業

青葉病院、海浜病院の今期中の入院及び外来患者数の利用総数は、278,213人となっています。

下水道事業

今期中の有収水量は、47,908,646m3となっています。

水道事業

今期中の配水量は、2,251,132m3となっています。

Ⅳ 公 営 企 業 の 下 半 期 の 業 務 状 況
平成20年3月31日現在

事 業 の 概 況

入院患者数 １日平均 外来患者数 １日平均
床 人 人 人 人 

青　葉 53,223 291 101,165 836 循環器科、小児科、外科、整形外科、皮膚科、

病　院 (55,658) (306) (103,333) (861) 泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科、放射線科、歯科、麻酔科

内科、神経内科、呼吸器科、消化器科、

海　浜 39,393 215 84,432 647 循環器科、小児科、外科、整形外科、

病　院 (43,997) (242) (92,031) (712) 心臓血管外科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、

リハビリテーション科、放射線科、麻酔科

　※ （　）は前年同期の状況です。

380

301

今期中の患者利用状況
診　　療　　科　　目区 分 病床数

内科、精神科、神経内科、呼吸器科、消化器科、

行 政 区 域 内 人 口 938,330 人 整 備 区 域 内 人 口 909,080 人

下水道汚水処理普及率 96.9 ％

接 続 戸 数 380,788 戸 うち今期中増加接続戸数 4,379 戸

接 続 人 口 887,291 人 うち今期中増加接続人口 7,381 人

整 備 面 積 12,112 ha うち今期中増加整備面積 30 ha

今年度接続助成件数 199 件 うち今期中接続助成件数 103 件

計画給水人口 78,100 人 給 水 区 域 内 人 口 56,811 人

加 入 戸 数 17,870 戸 う ち 今 期 中 加 入 戸 数 209 戸

給 水 戸 数 16,394 戸 うち今期中増加給水戸数 166 戸

給 水 人 口 44,072 人 うち今期中増加給水人口 270 人

配 水 状 況

　※ （　）は前年度同期の状況です。

区　分

2,311,629 2,251,132 4,562,761

( 2,246,752 ) ( 2,234,864 ) ( 4,481,616 )

2,191,423 2,178,883 4,370,306

( 2,123,594 ) ( 2,142,143 ) ( 4,265,737 )
有 収 水 量

配 水 量

今　期　中

m3

m3

計

m3

m3

m3

m3

前　期　中
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　病院事業、下水道事業及び水道事業の予算執行状況は次のとおりとなっています。

に係る収入、支出をいいます。

活動部門の収入、支出をいい、資本的収支とは、それら営業活動に必要な施設の建設改良、機器の調達等

なお、表に使われている収益的収支とは、医療サービス、汚水の処理、水の供給のように経常的な営業

経 理 の 概 況

病院事業 （単位：百万円）

当初予算額
補正予算額
（ 上 期 ）

補正予算額
（ 下 期 ）

繰 越 事 業
繰 越 額 計

執 行 額
（累計）

執行割合
（累計）

執 行 額
（累計）

執行割合
（累計）

収 益的
収 入 9,646 － － － 9,646 8,814 91.4%

収 益的
支 出 9,646 － － － 9,646 9,420 97.7%

資 本的
収 入 88 － － － 88 87 98.9%

資 本的
支 出 1,549 － － － 1,549 1,547 99.8%

収 益的
収 入

7,368 － － － 7,368 6,679 90.6%

収 益的
支 出 7,368 － － － 7,368 6,931 94.1%

資 本的
収 入 494 － － － 494 478 96.8%

資 本的
支 出 1,107 － － － 1,107 1,063 96.0%

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

下水道事業 （単位：百万円）

当初予算額 補正予算額
（ 上 期 ）

補正予算額
（ 下 期 ）

繰 越 事 業
繰 越 額 計 執 行 額

（累計）
執行割合
（累計）

執 行 額
（累計）

執行割合
（累計）

22,801 － － － 22,801 22,473 98.6%

22,330 － － － 22,330 21,968 98.4%

20,531 － － 7,945 28,476 18,899 66.4%

28,663 － － 7,976 36,639 26,526 72.4%

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

水道事業 （単位：百万円）

当初予算額 補正予算額
（ 上 期 ）

補正予算額
（ 下 期 ）

繰 越 事 業
繰 越 額 計 執 行 額

（累計）
執行割合
（累計）

執 行 額
（累計）

執行割合
（累計）

2,131 － － － 2,131 2,072 97.3%

2,062 － － － 2,062 2,015 97.7%

1,894 － － － 1,894 1,624 85.7%

2,486 － － － 2,486 2,228 89.6%

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

収 入 支 出

収 益 的
収 入

予 算 現 額

資 本 的
支 出

区 分
予 算 現 額

資 本 的
収 入

収 益 的
支 出

収 入

収 入 支 出
区 分

予 算 現 額

青

葉

病

院

海

浜

病

院

支 出

収 益 的
支 出

区 分

収 益 的
収 入

資 本 的
支 出

資 本 的
収 入
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市 債 の現 在 高

（単位：百万円）

政 府 資 金 民間等資金

病 院 事 業 26,398 23,298 3,100

下 水 道 事 業 278,742 261,930 16,812

水 道 事 業 15,747 15,747 0

合　　計 320,887 300,975 19,912

現　在　高
借　　入　　金

公 営 企 業 会 計 名

一時借入金の現在高

（単位：百万円）

予 算 で 定 め ら
れ た 限 度 額 前 期 末 残 高 今 期 中 借 入 高 今 期 中 償 還 高 今 期 末 残 高

病 院 事 業 300 0 0 0 0

下 水 道 事 業 15,000 0 7,730 7,730 0

水 道 事 業 1,000 0 0 0 0

公 営 企 業 会 計 名
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１　編成の基本的考え方

(1)　行政改革の推進

(2)　第２次５か年計画の推進

一方、歳出では、生活保護費などの扶助費や公債費の増に加え、急速に進展

状況となっています。,,,,,,,,,

新行政改革推進計画及び財政健全化プランに基づき、これまで以上に創意工

夫を凝らし、「最大限の財源確保」と「徹底した事務事業の見直し」を行い、

依存財源では、引き続き普通交付税が不交付となる見込みであるほか、国庫

補助負担金については、国の動向を見極める必要があり、市債についても公債

僅かとなっています。

平成20年度の本市の財政見通しは、歳入では、自主財源の根幹を占める市

税は、新増築家屋の増加などにより固定資産税が増収となることから、前年度

どに多額の財政需要が見込まれることから、財政収支は引き続き極めて厳しい

このような財政見通しを前提に、以下の項目を基本方針として編成しています。

などから事業の厳選を行った上で、計画事業の着実な推進を図ります。,,,,,,,,

第２次５か年計画については、計画事業の見直しを踏まえ、緊急性・有効性

改善策などについては、可能な限り予算に反映させます。

さらに徹底した見直しを行います。,,

を若干上回りますが、各種基金や売却可能な未利用地などの臨時的な財源は、

費負担適正化の観点から、可能な限り抑制を図る必要があります。

効果などを検証し、既成概念にとらわれない大胆な事業の廃止や縮小など、

特に、既定の事務事業については、事務事業評価システムを活用して、事業

する少子・高齢社会への対応や、安全で安心して暮らせるまちづくりの実現な

Ⅴ 平 成 20 年 度 当 初 予 算 の 概 要

9



２　予算の内容
 (1) 予算の規模

　平成20年度一般会計の歳入歳出予算規模は、

総額3,213億円で、前年度と比較して360億円、

10.1％の減となっています。

　特別会計（企業会計を含む18会計）について

は公債管理会計が増となるほか、新たに、後期

高齢者医療事業会計を設置したものの、老人保

健医療事業会計や公共用地取得事業会計などで

減額となることから、総額は3,682億79百万円

で、前年度と比較して170億24百万円、4.4%の

減となっています。

　以上、全会計を合わせた規模は6,895億79百

万円で、前年度と比較して530億24百万円、7.1

％の減となっています。

000億円

1,000億円

2,000億円

3,000億円

4,000億円

平成5年度 平成15年度 平成20年度

一般会計当初予算額の推移

2,897億
50百万円

3,213億円
3,381億
20百万円

平成19年度 平成20年度

7,426億3百万円 6,895億79百万円

（対前年度比7.1％減）

特別会計
3,853億
3百万円

一般会計
3,573億円

特別会計
3,682億
79百万円

一般会計
3,213億円
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 (2) 一般会計予算
　（ 歳 入 ）

　歳入予算の主なものとしては、市税が1,840億円、構成比57.3％と、歳入の根幹を成しています。

地方消費税交付金の順となっています。

次いで、市債が350億23百万円、構成比10.9％となっていますが、この中には地方財政の収支不足を補て

んするための臨時財政対策債90億円が含まれています。

この他、国庫支出金は315億98百万円、構成比9.8％となっており、以下、諸収入、使用料及び手数料、

総　　　　額
3,213億円

（構成比 100.0％）

市　税
1,840億円
57.3％

諸収入
205億3百万円

6.4％

繰入金
21億88百万円

0.7％

自主財源
2,219億9百万円

69.1％

使用料及び手数料
93億48百万円

2.9％

その他の自主財源
58億70百万円

1.8％

依存財源
993億91百万円

30.9％

市　債
350億23百万円

10.9％

国庫支出金
315億98百万円

9.8％

地方消費税交付金
89億89百万円

2.8％

自動車取得税交付金
22億33百万円

0.7％
軽油引取税交付金
51億86百万円

1.6％

県支出金
77億51百万円

2.4％

地方譲与税
28億33百万円

0.9％
地方特例交付金
20億47百万円

0.6％ その他の依存財源
37億31百万円

1.2％

自主財源と依存財源

・自主財源とは、市税や使用料等のように市が自主的

　に収入するものです。

・依存財源とは、国庫支出金や県支出金、市債等のよ

　うに国や県の意思決定に基づいて収入されるもので

　す。

市税の主な内訳

税　目 予　算　額

市 民 税 924億19百万円 50.2 ％

固 定 資 産 税 674億79百万円 36.7

都 市 計 画 税 127億34百万円 6.9

市 た ば こ 税 61億51百万円 3.3

事 業 所 税 45億65百万円 2.5

そ の 他 6億52百万円 0.4

計 1,840億円 100.0

構成比
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　（ 歳 出 ）

　歳出予算の主なものとしては、民生費が第１

位で、903億40百万円、構成比28.1％となって

います。

　次いで、土木費が528億3百万円､構成比16.4

％、公債費が516億20百万円、構成比16.1％、

以下、総務費、教育費、衛生費、商工費、消防

費の順となっています。

　財政構造の面から歳出予算を性質別でみます

と、義務的経費が1,695億67百万円､構成比52.8

％となっています。

　投資的経費は、397億83百万円、構成比12.4

％で、その全てが普通建設事業費となっていま

す。

　その他の経費は、1,119億50百万円、構成比

34.8％となっています。

目的別の内訳　　　

性質別の内訳　　　

民生費
903億40百万円

28.1％

土木費
528億3百万円

16.4％

総務費
328億47百万円

10.2％
公債費

516億20百万円
16.1％

教育費
311億57百万円

9.7％

衛生費
292億92百万円

9.1％

商工費
150億15百万円

4.7％

消防費
116億38百万円

3.6％

その他
65億88百万円

2.1％

総　　　額
3,213億円

（構成比100.0％）

人件費
639億25百万円

19.9％

扶助費
543億99百万円

16.9％

公債費
512億43百万円

16.0％

普通建設事業費
397億83百万円

12.4％

物件費
419億84百万円

13.1％

補助費等
307億26百万円

9.6％

繰出金
181億62百万円

5.6％

投資及び出資金、貸付金
129億11百万円

4.0％

その他
81億67百万円

2.5％

総　　　額
3,213億円

（構成比100.0％）

義務的経費
1,695億67百万円

52.8％

投資的経費
397億83百万円

12.4％

その他の経費
1,119億50百万円

34.8％

目的別経費と性質別経費
　目的別経費とは、どのような行政上の目

的のために費やされるかという基準により
分類されるもので、議会費、教育費、土木

費等をいいます。
　性質別経費とは、具体的な行政目的がど

のようなものであるかにかかわりなく、そ

の経費がどのような性質を有するかという
点に着目して分類するもので、人件費、物

件費、維持補修費等をいいます。

義務的経費と投資的経費

　義務的経費とは、極めて硬直性の強い経

費であって、その支出が義務付けられ、任

意に削減できない経費で、人件費、扶助費､

公債費をいいます。

　投資的経費とは、支出効果が資本形成に

向けられ、施設等がストックとして将来に

残るもので、普通建設事業費、災害復旧事

業費、失業対策事業費をいいます。
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 (3) 特別会計予算
　平成20年度の公営企業会計を除く特別会計15会計の予算総額は、2,972億38百万円となっています。

　主な会計といたしましては､公債管理が1,380億23百万円、国民健康保険事業が808億40百万円、介護保険

事業が377億9百万円、競輪事業が174億78百万円となっています。

（単位：百万円）

区　　分 平成20年度 平成19年度 増　減　額

当初予算額 当初予算額 (A)－(B)

会 計 名 (A) (B) (C)

138,023 118,135 19,888 16.8 
％

80,840 80,082 758 0.9 

37,709 35,679 2,030 5.7 

17,478 16,624 854 5.1 

6,247 45,763 △ 39,516 △ 86.3 

6,166               - 6,166 　　　 皆増

2,631 3,258 △ 627 △ 19.3 

2,184 2,189 △ 5 △ 0.2 

1,437 1,503 △ 66 △ 4.3 

1,348 1,203 145 12.0 

986 2,719 △ 1,733 △ 63.7 

766 1,124 △ 358 △ 31.9 

678 679 △ 1 △ 0.1 

455 752 △ 297 △ 39.5 

291 381 △ 90 △ 23.6 

297,238 310,092 △ 12,854 △ 4.1 

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

母子 寡婦福祉資金 貸付

農 業 集 落 排 水

合　　　　計

都市 計画土地区画 整理

霊 園

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

介 護 保 険

競 輪

後 期 高 齢 者 医 療

公 共 用 地 取 得

学 校 給 食 セ ン タ ー

動 物 公 園

中 央 卸 売 市 場

市 街 地 再 開 発

増　減　率

(C)／(B)

(D)

公 債 管 理
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 (4) 公営企業会計予算
　平成20年度の公営企業3会計の予算総額は、710億41百万円となっています。

病院事業

を高めつつ、患者サービスの向上に努めていきます。

下水道事業

件、平成20年度末下水道汚水処理普及率97.2％を見込んでいます。

を図っていきます。

　なお、運営にあたっては、より一層の経費の節減と管理の効率化を図り、健全な下水道経営に努めてい

きます。

水道事業

ています。

　なお、運営にあたっては、より一層の経費の節減を図り、効率的な事業経営に努めていきます。

本年度の業務の予定量は、給水戸数17,040戸、総給水量4,705,200m3（１日平均給水量12,891m3）となっ

本年度の業務の予定量は、青葉病院が入院患者で115,394人、外来患者で218,700人であり、また海浜病

院は入院患者で94,484人、外来患者で189,104人を予定しています。それぞれ、地域中核病院としての機能

本年度の業務の予定量は、市施工分として整備面積10ha、累計処理面積12,164ha、水洗化助成件数406

汚水管の整備を推進し、都市基盤整備と公共下水道の普及促進に努め、快適で衛生的な生活環境の改善

本年度の経営方針

（単位：百万円）

区　　分 平成20年度 平成19年度 増　減　額

当初予算額 当初予算額 (A)－(B)
会 計 名 (A) (B) (C)

病 院 事 業 18,645 19,671 △ 1,026 △ 5.2 ％

収益的支出 16,606 17,014 △ 408 △ 2.4 

資本的支出 2,039 2,657 △ 618 △ 23.3 

下 水 道 事 業 48,035 50,992 △ 2,957 △ 5.8 

収益的支出 22,148 22,330 △ 182 △ 0.8 

資本的支出 25,887 28,663 △ 2,776 △ 9.7 

水 道 事 業 4,361 4,547 △ 186 △ 4.1 

収益的支出 2,058 2,062 △ 4 △ 0.2 

資本的支出 2,303 2,486 △ 183 △ 7.4 

合　　　計 71,041 75,210 △ 4,169 △ 5.5 

収益的支出 40,811 41,405 △ 594 △ 1.4 

資本的支出 30,230 33,805 △ 3,575 △ 10.6 

（注）表示単位未満を四捨五入してあるので計欄及び割合が一致しない場合があります。

増　減　率

(C)／(B)

(D)
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